
自衛官採用試験
採用種目：自衛官候補生

　応 募 締 切
　　令和６年１月２５日（木）

　応募資格（年齢）
　　18歳以上33歳未満の者
　　※32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者

　試 験 会 場
　◎筆記試験（Ｗｅｂ）
　　受付時にお知らせします。
　◎身体検査・口述試験
　　陸上自衛隊出雲駐屯地

　試　験　日
　◎筆記試験（Ｗｅｂ）
　　令和６年２月２日（金）･３日（土）のうち１日
　◎身体検査・口述試験
　　令和６年２月１０日（土）・１１日（日）のうち１日

　　　　　　　　　　　　　　　　（問い合わせ先）
自衛隊島根地方協力本部　TEL 0852-21-0015
松江募集案内所　TEL 0852-24-6537　　出雲地域事務所　　　　TEL 0853-21-0831
大田地域事務所　TEL 0854-82-1437　　浜田出張所　　　　　　TEL 0855-22-1334
益田地域事務所　TEL 0856-22-8223　　隠岐の島駐在員事務所　TEL 08512-2-8351

令和6年

春採用



民間企業への就職を希望する場合、自衛隊のさまざまな就職援護施策を利用し、民間企業などへの就職支援を受けることができます。

民間企業への就職支援

大学への進学支援
※就職援護施策のうち、技能訓練の受講資格のみ、入隊3年目以降の任期制自衛官が対象

技能訓練：再就職に向けて必要な資格の取得を目指した約50種類の技能訓練を実施しています。
（大型特殊自動車、大型2種、自動車整備士、電気工事士、パソコン、ホームヘルパー、ウェブデザイナー、ネイリストなど）

公的部門受験対策講座：退職後、警察・消防など他の公務員試験の受験を希望する隊員に対し、1か月～2か月間の対策講座を実施しています。

就職補導教育 職業適性検査 職業訓練

全国45の地域で
開催されます

任期制隊員
合同企業説明会

応募・面接等
支援 再就職

※平日の勤務時間終了後及び休養日、祝休日は、許可により外出することができます。

入隊後は宿舎での生活となります。居住費はかかりません※。
食事は食堂で提供されます。栄養バランスを考えたおいしい食事は、隊員たちの楽しみの一つです。

また、施設内には売店があります。食べ物だけでなく、服や雑誌、筆記用具など、
さまざまな生活必需品を購入することができます。

各種施設

食堂 宿舎 売店

※初任給は、学歴・職歴等により異なります。
※大卒者の初任給は、複数年かけて202,700円まで引き上げられる予定です。

2士に任官後、地域手当、寒冷地手当、航海手当、乗組手当等が該当
者に支給されます。また、年2回期末・勤勉手当が支給されます。

●自衛官候補生手当

●特例退職手当  
任期満了毎に特例退職手当が支給されます。

●給与例

陸上自衛隊

所属部隊や任期など個人のケースにより、所得の総額は異なります。

●各種手当 約599万円
+約59万円

●１任期勤務した場合
２年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約658万円合計

海上・航空自衛官

146,000円

197,500円 → 262,675円
例：乗組手当（護衛艦に勤務の場合）
1等海士 

任期制自衛官では任期中から退職まで、充実した各種手当であなたをサポートします。
また、衣・食・住についても心配ありません。宿舎は無料で、栄養バランスの取れた食事、被服、寝具類も支給または貸与されます。

●自衛官任用一時金（2士に任官後） 221,000円
●２等陸・海・空士任官後の初任給※ 高卒 184,300円

大卒 193,900円

陸上自衛官

約59万円（2年） 約97万円（3年）

約148万円（2年） 約153万円（2年）

約207万円（4年） 約250万円（5年）

1任期

2任期

累計

約1,276万円
+約207万円

●２任期勤務した場合
４年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約1,483万円合計

海上・航空自衛隊

約933万円
+約97万円

●１任期勤務した場合
３年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約1,030万円合計

約1,649万円
+約250万円

●２任期勤務した場合
５年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約1,899万円合計

約1,188万円
+約97万円

●艦艇に勤務した場合
３年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約1,285万円合計

約2,088万円
+約250万円

●艦艇に勤務した場合
５年間の給与、
賞与等の総額

特例退職手当

約2,338万円合計

給与・各種手当

任期満了により退職予定の任期制自衛官に対して、予備校等による通信教育の活用により大学への進学を支援する
制度や国内大学に進学する際に、学費を補助する制度※があります。
※在学中は即応予備自衛官又は予備自衛官となること等、一定の条件があります。


